
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 社会福祉学科社会福祉学総合演習ゼミ生 

実施内容 オレンジリボンの学内配布等の啓発活動 

➀事前に取り組んだ内容 

ゼミにおけるオレンジリボン運動に関係する児童虐待等についての事前学

習 

その上での授業以外の時間も使ったオレンジリボン等の配布物やポスター

の作成 

児童虐待に関する授業時間内でのアンケート実施 

オレンジリボン運動に関する動画作成 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 
11 月１０日の昼休みを使ったオレンジリボン等の啓発グッズの学内配布 

授業時間内でのオレンジリボン運動関係の活動のプレゼンテーション 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・   

写真 

 
 

 活動を行う中で虐待が身近に起き

ている問題であることを認識した。 

 児童虐待問題等の様々な問題に

目を向け、関心を持ってもらうことの

大切さを学んだ。特に若い世代に関

心を持ってもらうための工夫の必要

性を感じた。 

 そのこととも関連して、児童相談

所虐待ダイヤルをもっと知ってもらう

仕組みづくりが必要であると感じ

た。 

 さらに虐待をなくしていくために

は、差別や貧富の格差といった問題

を解決していかなければならない。 
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